
有機 JAS 認証農家さん！

生産コストの削減！



には3種類の形状がありますので、目的に応じてお選び頂けます。

効き方は比較的に穏やかです。定植前にご利用ください。

育苗培養土に混ぜたり、主に追肥としてご利用ください。（ハウス栽培にお勧めです）

水に混ぜて使用する液肥タイプです。葉面散布・潅水・潅注にご利用ください。

露地栽培 ハウス栽培 水稲栽培など

10㎏/1反歩（10a） 10㎏/1反歩（10a） 5㎏/1反歩（10a）

育苗培土に0.5～1％混和して 育苗培土に0.5～1％混和して 育苗培土に0.5～1％混和して

5000倍液で葉面散布&潅注・潅水 5000倍液で葉面散布&潅注・潅水 5000倍液で葉面散布&潅注・潅水

● 連作や輪作で成長が良くない圃場には、定植前に20㎏/1反歩　　　　   　を散布してください。

●　　　　　　　　　  は、5日～10日おきに散布すると効果的です。

●  還元力が強いのでポットや鉢植えに　　　　　　　　　を散布する時は5日以上、間隔を開けてください。成育が送れることがあります。　　　　　　　　

根張りが凄くなりますので、肥料切れには十分注意してください！（樹勢が落ちたら、ほぼ肥料切れです！）
保管する際は、密閉して保管してください。

● 窒素（N）：0.5％未満　● リン酸（P2O5）：12.5％以上　● カリウム（K2O）：8％以上　

● カルシウム（CaO）：36％以上　● 鉄分（0.8％以上）　● その他、マグネシウム・硫黄・ケイ素など
成 分

CC22D

製造元

　本　社   ：〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-4-1 新国際ビル

新潟営業所：〒949-8403 新潟県十日町市田沢甲212-2



・ 水に混ぜて葉面散布・潅水・潅注にお使いください。
・ 基本的には5,000培の懸濁液を約10日おきに散布します。
・ 幼苗期は、7,500倍の懸濁液を使用してください。
・ 連作や輪作で作物が弱っている時は、3,000~5,000培の懸濁液を潅注&葉面散布してください。
・ 定植前に5,000培懸濁液にドブ漬けすると活着が良くなります。
●  弱っている植物は株元に細粒を30~50g撒いて、鋤き込みミクロン5000培液を潅注します。 

・ 苗に使う場合は、培養土の質量に対して0.5％混和してご使用ください。（20Lに対して約10g）
・ 水に溶けやすいのでハウス栽培向きです。畝に沿って10㎏（/1反）撒いて軽く鋤き込み定植し
   してください。
●  連作や輪作で生育の悪い圃場では20㎏（/1反）くらい撒いてください。
●  弱っている植物は株元に30~50g撒いて鋤き込みミクロン5000培液をタップリ潅注します。
●  「こっこりん」は殆ど窒素を含まないミネラル肥料ですので別に肥料が必要です。

・ 畑作の時は畝に沿って、10㎏（/1反）撒いてから軽く鋤き込み定植します。
・ 稲作は、出穂の20~30日前に5㎏（/1反）撒いてください。撒いた後「こっこりん」が流れでない
   ように水やりに注意してください。
●  連作や輪作で生育の悪い圃場では20㎏（/1反）くらい撒いてください。
●  「こっこりん」は殆ど窒素を含まないミネラル肥料ですので別に肥料が必要です。

● 添加剤を使わない「有機JAS別表1適合資材」です。 
● 根張りが凄くなるので肥料の吸収が良くなりますので、常用の肥料特性が強く現れます。
● 抗酸化作用で活性酸素から植物を守ります。
● ミネラル肥料ですので、使うごとに植物や微生物が元気になっていきます。
● 使うたびに「植物も水も土も、そして人も元気になる肥料です！」



有機JAS別表1適合資材：JASOM-141110

＊作った液肥は、なるべくその日のうちに使い切ってください。抗酸化力が徐々に低下していきます。  

＊「こっこりん」は、殆ど窒素を含まないミネラル肥料ですので、必ず元肥など肥料を併用してください。

＊根張りが凄くなりますので、肥料切れには十分に注意してください。

約7,500倍で、2週間に1度ていど潅水

生育が悪いなど

本村

使いやすい

／ドブ漬け

抗酸化作用

「こっこりんミクロン」は添加物を加えていない

「ミネラル肥料」ですので野菜の上から

ジャブジャブかけても大丈夫です。

　　　　　　を微粉末化した「液肥の素」です。

サッと水に入れて、掻き混ぜるだけで、簡単に

液肥が作れます。

即効性無添加

目で見て違いが

わかります！

植物の活性酸素

を抑えます。
有機JAS別表1適合資材

です。

ジョウロや動噴

ブームなど、

散布できます。
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